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済成長に大きな役割を果たしてきた。一九七八年末の改革開放以降、公有制企業の改革やその新規設立のみならず、無数の民間企業の参入も経済成長の原動力となってきた（参考文献③） 。本稿が取り上げるテクノロジー系 起業 限っ
ても、大学が経営に関わる「校弁企業」の設立や、留学帰国組の起業が相次いだ。　
しかし、最近のスタートアップ
















の転換や高度化を目指して 各種政策を打ち出している。二〇一五年には、 「大衆創業 万衆創新」 （大衆の創業、 万人のイノベーション）（ 「双創」 ）政策を発表し、起業を通じたイノベーションを促進するようにもなった。　
なかでもハードウェア系に関し
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開催してきた。また、深圳市南山区と中国科学院深圳先進技術研究院は二〇一四年、深圳国際創客中心と中科創客学院を、 市等が共同で二〇一五年、深圳開放創新実験室（ＳＺＯＩＬ）を設立した。ＳＺＯＩＬは同年、 「全国大衆創業万衆創新活動周」の深圳会場の運営にも関わった。また 深圳市
は二〇一五年、 中央政府の「双創」政策を受けて、 「深圳市促進創客発展三年行動計画（二〇一五―二〇一七年） 」を発表し 二〇一七年末までにメイカースペースやファブラボを二〇〇カ所に増やすことを目標としている。　
深圳大手による起業支援のスペ
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よれば、高品質のハードウェアに加えて、 使いやすいコ トロール・システムやユーザーと ミュニティ等も製品の価値を高め 重要な要素であるため、すべてを模倣することは困難とのことであっ 。　
しかし、ドローンやロボットキ
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●おわりに　
中国経済のさらなる成長のため、








































 木村公一朗「中国： 『創新（イノベーション） 』政策が広が 、『創新』は広がるか？」海外研究員レポート（アジ研ウェブサイト） 、二〇一六年。
②
 ―――「中国：深圳のスタートアップとそのエコシステム（V
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